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は じ め に

スミスハダニ Eolelranycl/lts slJlillii P，m 仁I I ;\IW ancl 

B;\I<EII は 日 本， 北米， 朝鮮 中l ' 国， 台 (I'J，
マ 夕ダゆガス カ ルに分布し， キ イ チ ゴ類 ( Rllblls) や パラ類
( Rosa) での符生例が多い (EI I ;\ I<;\， 1 999 ) 。 この ほか，
北米 では ワ タ (c山川 EI.I.， 1 967) ， 中 国 では ナ ナ カ マ ド
属， ノ ブ ドウJiJ\， ク /レミ属， ビワJfJ!" 似架か らも採集さ
れている (王， 1 98 1 ) 。 我が国 では 1 958 年に稲 岡県の ブ
ドウ で多発していたものがはじめて記録され ( EI I !\ I I !\，
1 960 ) ， その後， 本州， 九州の ナ ワ シ ロ イ チ ゴ 伝どのキ
イ チ ゴ ま;W， オ ラン ダ イ チ ゴ， ナ シ， ヤ マ ネ コ ヤ ナ ギ
(EI I八 !日， 1 999) ， ノてラ類や ク ズなど で発見されている。
各地の ブ ドウからハダニを採集すると， スミス ハダニが
カ ン ザ ワ ハダニに混 ざって寄生している ことがし ばし ば
あり， 島根県の ハウス ブ ドウ では一時期多発傾向が続い
た (板垣， 私信) 。 本複は ブ ド ウ の ほか， パ ラ科のI�il芸
作物にも寄生するが， その生態に|射する女11見が極めて少
ない。 こ こでは， スミスハダニのj:'，Y{殖や干!?ι1.3'1:， 越冬生
態など発生に関する試験結果を紺 介し， 参考に供した
し '0

I 形 態 と 被 害

雌成虫の 体長は 0 . 33 mm 内 外 で， アσ11'011 \1ι l/lts 服 や
Pa11011yclllls 属に比べてやや小型でbある。 Eolelra nyclllls 
属の夏型雌は多 く の種が淡黄緑~淡緑色であるが， スミ
スハダニ ではくす ん だ赤色を呈する ( I�I 絵一 1 ) 。 互卵は
白 色~淡黄色で， 上端に柄がある ( 図ー L ) 。 ミ カ ン ハ ダ
ニ， ナミハダニ赤色型， オウ ト ウハダニ， カ ン ザ ワ ハダ
ニなども雌成虫が赤色で， オ ランダ イ チ ゴ， ナシ， ブ ド
ウのいずれかに寄生する。 このため， 雌の体色 だけでは
区別できず， �I'Jの色と卵柄の有1!!\を確認する必要があ
る。 スミスハダニの卵柄やそれを支 える糸はミ カ ンハダ
ニ ほど顕著でないの で， 8 0倍以上の笑体顕微鋭下 でな
いと判別 できない。

被害症状は カ ンザワハダニに比較的類似している。 主
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に業裂に笥�lトーし， オ ラン グ イ チ ゴやキ イ チ ゴ�jでは葉表
にかすり状の 白 色~淡褐色の小班点を生じる。 ブ ドウ で
は寄生部の�表側が l当斑を交 えた褐色となり ( 口絵-2 ) ， 
密度が日 く なると落葉する ことがある (江原 ・ 芦原，
1993) 。

H 発育 と 温 ・ 湿度の関係

スミスハダニ州 イI"il体の オ ランダ イ チ ゴにおける渦J�別
発育WJ問を 表ー l に示す。 2 50Cでの卵J�J 聞は 5 .2 11， ふ
化か ら 成立l ま でのJVJ問は 5 . 8 LI である。 発行速度 ( V/ 
11) と 温 J.!1. ( rC ) の 関 係 は， 卵 で は V = -0 . 3'11 
+0 .0222 7\ ふ 化~成 虫 ま で の 期 間 は V = -0 .22 0
+0 0 1 57 T で示される。

ふ化に及 ぽす湿度の影科を調査したと こ ろ， 50 � 93% 
R. j-j で 90 %以上がふ化した。 これ よ り低湿度下ではふ
化率が低 卜し， 8% 1� .  j-1 では 6%程度 であ った。 スミス
ハダニ の低 制度域での ふ 化 率は ナミ ハ ダニ よ りも低い

図 - 1 ス ミ ス ハ ダニ のJ}I'J

表 1 ス ミ ス ハ ダニ (雌) の 発行 と 焔度 の

|民l係 ( ! 6 L : 8 D)

制度 ThnWJIIll ( 1 1 ) 

('C) 。H ふ化�I点'.ù

20 9 . 04 土 0 . 52 1 0 . 74 :!:: O . 5 J  

(90) (59) 

25 !i .  20 :!:: O . 40 5 . 7 6 土 0 . 67

(80) (63) 

30 :Ul I J 0 . 1 1  4 .  OÜ :!:: O .  36 

(S9) (;1 7) 
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図 - 3 数種植物 1: にお け る ス ミ ス ハ ダニの発育期間 と 産
卵数

(250C， 1 6  L :  8 D. 発育期間=卵~成虫. 縦棒= s
D.J 

こ れ に対 し て ， ブ ド ウ に 寄生 し て い る ス ミ ス ハ ダニ で

は こ の よ う な行動 は観察 さ れず， 黄化前 ま です べ て の ス

テ ー ジ が葉 に 寄生 し て い る 。 落葉期 に な る と ， 幼若虫 に

次 い で雌成虫 の葉での寄生数が減少 し ， 朱色 を帯びた卵

の密度が相対的 に 高 く な る 。 冬期 に ブ ド ウ ガ ラ ス 室 内 に

お け る ス ミ ス ハ ダニ の 生息部位 を調査 し た と こ ろ ， ブ ド

ウ の落葉上 で朱色 の卵が認め ら れた が， そ の 他の場所で

は越冬個体 を発見で き な か っ た 。

温室 内 の オ ラ ン ダ イ チ ゴ や 野 外 の Rubus 属 の 生葉 で

も 成虫の移動 は 観察 さ れず， 雌成虫 と 朱色の卵が翌春 ま

で生息 し て い た 。 こ の雌成虫 の体色 は 夏型雌 と あ ま り 差

がな く ， Tetranychus 属 の休眠雌の よ う に 朱色 を 呈 す る

こ と は な か っ た 。 Tetranychus 属 や Eoteranychus 属 の

夏型雌の胴対部背面の 皮膚条線 は半円形の突起が連 な っ

た 波形であ る が (図-4) ， 休眠雌で は こ の よ う な 凹 凸 は 消

失 す る ( PRITCI IA IH】 and BAI\EIち 1952) 。 ス ミ ス ハ ダニ の
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ブ ド ウニホ ン ナ シイ チ ゴ
。
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ハ ダニ の休眠ス テ ー ジ は属 ご と に お お む ね決 ま っ て お

り ， Tetranychus 属 や Eotetranychus 属 で は ほ と ん ど の

種がl雄成虫 で休眠越冬す る (HELLE， 1968 ; 江原 ・ 真梶，

1975 ; VEEI品川N， 1985) 0 Tetranychus 属の休眠雌 は 体色

が朱色 に 変化 し ， 落葉前 に 葉 か ら 幹 の 組皮下， 結束 縄

内， 枯れ草下や土中 に移動 す る 。 欧米の ブ ド ウ に 寄生す

る Eotetranychus ωillametti (EIVINじ ) ( FLA I I EIll'\' and 

H t: FFAKKER， 1 970 ) や Eotetranychus carpini  vitis 

(OUDHIA山) (SI I IWFT， 1985) も ブ ド ウ の 幹 の 粗 皮 下 で越

冬 す る 。 Panonychus 属 の リ ン ゴハ ダニ や ク ワ オ オ ハ ダ

ニ で は雌成虫が校や幹 に 移動 し て 休眠卵 を産下す る 。

図 - 2

カ ン ザ ワ ハ ダニ と ほ ぼ同様の傾向 を 示 す ( 図 2) 。

我が国 で発生が認め ら れた オ ラ ン ダイ チ ゴ， ナ シ， ブ

ド ウ ， イ ン ゲ ン マ メ に お け る 増殖率 は， 前 2 種 を 餌植物

と し た と き の ほ う が高 か っ た 。 す な わ ち ， オ ラ ン ダイ チ

ゴ ( ‘宝幸早生，) ， ナ シ ( ‘幸水，) ， イ ン ゲ ン マ メ (‘本 金

時') 葉 で の 発育期 間 は 5�6 日 で， ブ ド ウ ( ‘ マ ス カ ッ

ト ・ オ プ ・ ア レ キ サ ン ド リ ア ' ) で は こ れ に 比 べ て や や

長 い傾向 を 示 し た 。 1 雌当 た り 総産卵数 は オ ラ ン ダ イ チ

ゴ と ナ シ で は 80 卵以上産下 し た が， ブ ド ウ と イ ン ゲ ン

マ メ で は 50 卵以下であ っ た (図-3) 。 ま た ， イ ン ゲ ン マ

メ で は 脚 に 葉 の 毛 茸 が か ら み つ い て 死亡す る 成虫 が 多

く ， 生存期間 と 産卵期聞 が短か っ た 。

発育期間 と 産卵数 を 目 安 と し た 増殖程度 は ナ シ の ミ カ

ン ハ ダニ (古橋， 1980) ， ブ ド ウ の カ ン ザ ワ ハ ダニ (近

藤 ・ 平松， 1987 ; 芦原， 1995) と ほ ぽ同等で， イ ン ゲ ン

マ メ の カ ン ザ ワ ハ ダニ (芦原， 未発表) の約 1/2 であ っ

た 。

簡植物 と 増 殖の関係皿

カ't，

越W 
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図 - 4 冬WI に採集 し た ス ミ ス ハ ダニ (;t，J と カ ン ザ ワ ハ ダニ ( ;( i) 雌成虫の!胴体部

背ïfITの皮11';'条線

ゐ、
化

100 

75 

率 50

% 

25 

の平均が2 00C， 最低気温の平均が 12 0C である。 このH寺
矧の Ilの出か ら 11の入 り ま でと， その前後の11f1.明期を力11
え た l児期は 1 l � 1 1 . 5 時間である。 1 50C 短 目 での休眠率
が低 く ， 2 00 C 02 L) と 1 50 C ( 12 D) を組み合 わ せ た と
きに高い休眠率を示し た ことか ら ， 平均気温 よ り 夜間の
気温が休11民誘起に重要な役割を果たし ていると 考 え ら れ
る。

。 �ど v 農 薬 に 対 す る 感受性
10/3 1  1 1/ 1 5 1 1/30 1 2/ 1 5  1 2/30 1 1 1 4 1 /29 

力lIil"l } J 1 1  スミスハダニの卵を ブ ドウに登録がある主主E薬剤で浸
図 ー 5 ス ミ ス ハ ダニ の加制l削削lふ化本 前処理し， ふ化率と幼若虫期の生存率を調べた。 殺虫剤

場合， 増殖期と冬期に採集したいず、れの個体の皮11'1状線
も 波形であ り ， 季節的変化は認め ら れなか っ た。

卵の休|民性を明 ら かにする ため， 広島県安芸津町の ガ
ラス室内に産下され ている卵を定期的に採集し， 200Cに
加温し た 。 1 1 月上旬 ま でに採集し た 卵は 仁I � 淡黄色を
帯び， 加温後20 日 以内ですべてがふ化し た 。 こ れ以降
に採集した 卵の多 く は朱色を帯び， ふ化率が低下した。
1 月以降に加渇するとふ化率が高 く なるが， 12 月ではふ
化個体が ほと んど認め ら れなか っ た ( 図-5) 。 こ れか ら
スミスハダニの卵は休眠状態で越冬することが確認され
た 。

休眠誘起条件を明 ら かにする ため， 卵か ら 2 00C の長
日 0 6 L ・ 3 D) と短 日 ( 1 1 L :  1 3  D) ， 1 50C の 1 6 L : 3 

D � 10 L : 1 4  D， 20 0 C ( 12 L) : 10 0 C 02 L) の 条 件 ド で
飼育し た 。 いず、れの条件下で も 成虫 まで発育し， 産卵し
た。 20 0 C の 長 ・ 短 日 お よ び， 1 5 0 C  の 14 L : 12 D 以 上
の長 日 条件下で産下さ れ た 卵 の ほ と んどがふ化し， 150 
C の 12 L と 10 L で も 70 %以上がふ化した。 こ れに 対
し， 200C ( 12 L) : 1 O"C ( 12 L) ではふ化個体が ほと んど
認め ら れなか っ た 。 スミスハダニの休眠J;il']は 1 1 月 [1 ' 句
か ら 認め ら れることか ら ， 10 月 rl ' 句� 1 1 月 ヒ匂の環境
要因が休l肢に関与していると忠われる。 部B年を行った安
芸津町の 10 月下旬における平均気J昆は 1 50C， 最高気焔

の MEP とぺ jレメ ト リンではふ化と その後の発育に影寺中
があ り ， ぺ /レメ ト リン処理1ではふ化後にすべてが死亡し
た 。 殺ダニ剤の ケ jレ センと へキシチ ア ゾ ク スではふ化個
体が認め ら れなか っ た 。 殺菌剤の悪i影響はあ ま り 認め ら
れなか っ たが， マンゼ プではふ化後の生存率に影糾があ
った。 薬剤の影平均をカンザ ワ ハダニと比!Ißーすると， スミ
スハダニがぺ jレメ ト リンに対して感受性が高か っ たが，
その他の薬剤に対し て は ほ ぼ同様の傾向を示し た (表-

2 ) 。

お わ り に

スミスハ タ。ニの温度別発育期間， 湿度と ふ 化率の関
係， 数種植物における発育と産卵， j良薬に対する感受性
を制査し た 結果， オ ラ ンダイ チ ゴや ナシでの明殖程度が
ブ ドウや イ ンゲンマメにおける よ り 高い傾向を示し た 。
しかし， カンザ ワハダニなどの主要ハダニと比較し た場
合， イ ンゲンマメでの生存WI聞が短く， 産卵数が少ない
こと以外に際だ っ た 差が認め ら れなか っ た。 本種に特徴
的なのは越冬生態で， ブ ド ウでは休l以卵のみが落葉で越
冬し， キ イ チゴ釘lや オ ラ ンダイ チゴの生葉では卵と雌成
虫が越冬することである。 し たが っ て ， 本穣の生活環は
ブ ド ウの よ うな落葉樹 よ り ， イ チゴの よ うに冬期で も 生
梨を着生したパラ科植物に適応し ていると考 え ら れる。
スミスハターニが落葉果樹の害虫として 重姿視されない要

一一一 2 9 一一一
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表 - 2 ス ミ スハ ダニ と カ ンザワハ ダニの数極限薬に対する感受性

死亡率 ( % ) 叫

薬剤ず1 希釈倍数 ス ミ ス カ ン ザ ワ
ハ ダニ ハ ダニ

一殺虫剤一

サ リ チ オ ン 手Lì'fiJ 1 . 000 26 0 . 4  

MEP 水平1I剤 1 . 000 98 95 

力 ノレ タ ッ プ水際剤 1 . 000 2 7 

ペ ル メ ト リ ン 乳剤 2 . 000 59 100 

殺 ダニ 剤
ケ ル セ ン 水和両IJ 1 . 500 100 1 00 

ヘ キ シ チ ア ゾ ク ス 水利ì'fiJ 2 . 000 1 00 1 00 

殺菌剤
ベ ノ ミ ル水和市IJ 2 . 000 2 1  27 

チ オ フ ァ ネ ー ト メ チ ル水平[J斉IJ 1 . 500 5 1 2 

イ プ ロ ジ オ ン 水平II剤 1 . 000 。 o 
7 ン ゼ プ水和ì'fiJ 800 76 88 

ホ セ チ ノレ水和ì'fiJ 800 1 4  0 . 1  

日 ) 1 ー ( ] ー補 11:未ふ化率) x ( ] 幼 ・ 抗出 期 に お け る 折Iì正 死

虫率) .

因 の ー っ と し て ， こ の よ う な 生活環の特徴 が想定 さ れ

る 。 た だ， 雌成虫 の外観 は 夏型雌が赤色の カ ン サ' ワ ハ ダ

ニ等 と 類似 し て お り ， こ れ ら と 混在 し て い て も 見逃 し て

い る 可能性が あ る 。 ス ミ ス ハ ダニ の個体群動態や発生要

因 (天敵等) に つ い て 不 明 な 点、 が残 さ れ て お り ， 今後の

検討課題であ る 。
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(2 6 ペ ージ から続 き )
ノ サ ヤ ヌ カグ サ (北海道) ・ セ リ ・ ア オ ミ ド ロ ・ 泌類 に よ
る 表 層 は く 離 (北 海 道， 関 東 以 西): (北 海 道:移 植 後
5�2 0 日 ( ノ ヒe エ 2. 5 薬期 ま で) ) ， (東北， 北陸， 関東 ・ 東
山 ・ 東海の普通期 ・ 早期栽培地帯， 近畿 ・ 中 国 ・ 凹 図 の 普
通 期 ・ 早 期 栽 培 地 帯， 九 州 の 普 通 期 栽 培 地 帯:移 植 後
5�1 5 日 ( ノ ピ エ 2 ， 5 葉期 ま で) ): (北海道:埴壊土~縦二1.:
(減水深2 cm/ I:I 以下) ) ，  (東北， 北 陸:埴壌土~梢土 (減
水深 1. 5 cm/ EI 以 下) ) ， (関 東 ・ 東 山 ・ 東 海 の 普 通 期 ・ 早
期 栽 培 地 帯:壌 土~埴 土 (減 水 深 1 cm/ 日 以 下) ) ，  (近
畿 ・ 中 国 ・ 四 同 の 普通期栽培地帯:砂壌土~埴土 (減水深
2 cm/ 日 以下) ) ， (近畿 ・ 中 国 ・ 四 国 の 早期栽培地，市:i築士
~楠 土 (減 水 深 1 cm/ 日 以 下) ) ，  (九 州 の 普 通 知j 栽 端 地
帯:砂 壌 土~柄 土 ( 減 水 深 1 cm/ 日 以 下) ):湛 水 散 布:1 
回

アザフ エ ニ ジ ン ・ グリホ サ ー ト ト リメシ ウム塩水和剤

イ ノ ベー シ ョ ン 7 D ア プ'/t- (2 0670:デ ュ ポ ン， 2 0671 : 丸平11
ノf イ オ ケミカル) 1 3. 8.22 

ア ザ フ ェ ニ ジ ン 1 1. 0%
グ リ ホ サ ー トト リ メ シ ウ ム 塩2 8. 0%
か ん き つ:一年生及び多 年生雑草:雑草生育期 (草丈 30 CI1l 

以下) 但し収穫 1 4 LI前 ま で:雑草茎薬散布:1 回， 公倒，
庭園， 提 と う ， 駐車場， 道路， 運動場， 宅地， 鉄道等 : 一
年生及 び 多 年生雑草:雑草生育期 (草丈 30 CI1l 以 ド) : 雑
草茎葉散布:1 ["J 

アザフ エ ニ ジ ン ・ グル ホ シネ ー ト水和剤
ズ ベ - 1-" 7 D ア プ'/t- (2 0 6 8 5:三 共 ， 2 0 686: デ ュ ポ ン ，

2 0687 :ア ベ ン テ ィ ス ク ロ ッ プ サ イ エ ン ス ジャパ ン )
13. 8. 30 

ア ザ フ ェ ニ ジ ン 1 1 目 。%
グ ル ホ シ ネ ー ト 13. 0%
か ん き つ ・ 一年生及 び 多 年生雑草:雑草生育期 (草丈 30 CI1l 

一一一 30

以 卜') {日し収穫2 1 U前 ま で:雑草茎築散布:1 回， 公園，
庭|羽， 提 と う ， 駐車場， 道路， 運動場， 宅地， 鉄道等 : 一
年生放 び多 年生雑草:雑草 生 育期 (草 丈 30 cm 以 下):雑
草茶葉散布:1 回

アニロホ ス ・ エ トキシス ルフロ ン ・ ダイムロ ン粒弗l
コ.ク クュニ; ..，. ン;j{ (2 0678:ア ベ ン テ ィ ス ク ロ ッ プ サ イ エ ン

ス ジャノf ン ) 13. 8. 30 
ア ニ ロ ホ ス 8. 0%
エ トキ シ ス ル ア ロ ン 0. 34 %
ダイ ム ロ ン 18. 0%
移植水稲:水田一年生雑草及 びマ ツ バ イ ・ ホ タ ル イ ・ ウ リ カ

ワ (東北 を 除 く ) ・ ミズ ガ ヤ ツ リ (北海道 を |徐 く ) ・ へラオ
モダカ (東北) ・ ヒ ル ム シ ロ (北海道， 関 東 ・ 東 山 ・ 東海，
九州 ) ・ セ リ (北 陸 を 除 く ) ・ ア オ ミ ド ロ ・ 藻類 に よ る 表層
は く 雌 (北海道， 九州): (北海道:移梢後 5�15 日 ( ノ ビ
エ 2 葉 期 ま で) ) ，  (東北， 北 陸:移 植 後 5� 10 日 ( ノ ピ エ
1. 5 葉期 ま で) ) ，  (関東 ・ 東 山 ・ 東海の普通期栽培地帯， 近
畿 ・ 中 |主l ・ 匹| 図 の 普 通 期 栽 培 地 帯， 九 州 の 涛 通 期 栽 培 地
帯:移jjI'{後 5� 12 [1 ( ノ ビ エ 2 葉 期 ま で) ): (北 海 道:壌
土~楠 土 ( 減 水 深 1 cl11/ 1 1 以 下) ) ，  ( 東 北:縞 壌 土~植 土
(減水深 1. 5 cm/ 日 以 ド) ) ， (北 陸 壌 土~楠土 ( 減 水 深2
cm/ U 以下) ) ， ( 関 東 ・ 東 LU ・ 東 海 の 常 通 期 栽 培 地 帯， 近
畿 ・ 中 l主l ・ 四 国 の 普通期栽培地帯:壌 土~埴土 (減水深 l
CI1l/ U 以 ド) ) ，  ( 九 州 の 許 通 期 栽培 地 帯:壌 土~埴土 (減
水深 1. 5 CI1l/ [1 以下):湛水散布:1 阿

アニロホ ス ・ ピ ラ ゾ ス ルフロ ン ヱ チル ・ ブロ モ ブチド粒淘l

$;;‘ ち と'# ジ 十 ンポ" (2 0688:ア グ ロ ス ， 2 0689: 日 産 化 学 )
13. 8. 30 

ア ニ ロ ホ ス 6. 4 %
ピ ラゾス ル ブ ロ ン エ チ ル 0. 42 %
ブ ロモブ チ ド 12 . 0%
(37 ペ ージ へ続 く )


